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の 平均値12分 ， 経産好62例 の 平均値 7 分．

　圧迫法施行例は ，

’
初産婦21例の 平均値 8 分 ， 経藍婦16

例の 平均値 4 分．1±1迫法は 引 き続き 実施 し，圧迫器 は 東

一
光 学 で試作 さ せ た．

　93． 適時分娩誘導 による児仮死率 ， 死 亡率の 減

少 に関す る研究

　　　　 （水戸赤 十 字）

　　　 梶　　英雄，吉田　澄子 ，岩崎瑠璃子 ，

　　　 高崎　重美

　予定 日超過 分螂 ま殊 に 初産 の 場合 ，
F ・t・−Placental

Disproportion （F ，P ．D ） の 為 ，或iよ Placental　Dysfu−

、、cti。n 　 syndr ・me の 為 か ，児の 仮 死率 ， 死 亡率 が 増加 ∫
1

る．殊 に 妊娠中毒症等の合併す る時 は こ の 傾向が 強 い ．

　私は 児仮死率，死亡 率を減 少 さす 目 的で，妊娠 38〜41

週 に児 が充分成熟 し ， 子 宮筋 の 陣痛 に 対す る 感受性がた

か ま り，　叉ゴ宮 口 ， 頚管等 も分娩準備状態 に な つ た 例

ec，卵膜用指剥離 B ・ugi ・ 挿ノ・，　E ・t・i・1・・M ・n ・t・ 1 注

射，更 に要す れ ば ア ト ニ ン
ー0 夊 は シ ン トシ ノ ン の 点滴

瀞注 を併用す る事に よ り ， 人 工 的に陣痛 を発来ぜ しめ，

適時分娩誘導を 行っ た． 216例中児死亡率 0 ％，仮死率

5例 （2．3％），帝切 11例 （5．1％），鉗了
L6

例 （ 2．8％）

で あ る．

　一
方保存的処置 を とっ た 対照 の 児死亡率は 2例 （0．9

25％ ），仮死率は 17例 （7。8％）　（内第 2 度 6例 2．8％）

で あ り ， 帝切は 8例 （3．7％），鉗 子 は10例 （4．2％）で

あ つ た ．こ の 様に誘発群 の 方 が 児仮歹旧率 ， 死 t率共に保

存的対照群 よ り減 少 レた ．誘発か ら分娩迄 の 時間 も 比較

的少 く，充分な る注意をもつ て 行 え ば ， 母 児共 に 安全な

分娩誘導 と考 え られ る．

　結論 ：妊 娠 38〜瓢 週 に，児が充分成熟 し ， 子宮筋，子

宮頚管等が 分娩準備状態 に な っ た 216例 に，卵膜用指剥

離，Bougie 挿入，　 Estriol 注射， 麺 に要 す れ ば ア ト ニ

ン
ーo

，
シ ン トシ ノ ン 点滴静注 に よ る1商時分娩誘導 に よ

り， 児仮死率，死亡 率 を，非誘発例に 比 し減少 ざす事が

出来る．妊娠中毒症等の 合併す る場合は 殊 に こ の 方法 は

効 果 が あ る と思われる．

　 （尚誘導 の 時期 に つ い て は，頚管粘液の 結品形成現象

の 有無，瞳脂膏像等 に関し て検索中であ る．）
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　94． 妊婦 中毒症にお ける皮膚反射点 に つ い て

　　　　 （都党 大久保）

　　　 紅林　　康 ，笠 島　欣 一
， 村越　充明，

　　　 井 田　和美 ， 与那覇政勝，阿多　雄
一

　妊娠 中毒症 は初期 と晩期 に よつ て，み か け上 は 著 しい

差 の あ る様に み え る．こ の 際皮膚反射点の 分布 に或 い は

差異が現 わ れ る か と考え ，
先 ず Electrodermo 皿 eter を

用 い て 測定 し ， 内臓皮膚反射 の 出現様式 を検討 し て み

た．ま た 中毒症 の 軽重 に つ い て の 差異 にっ い て も ， あ わ

せ て 比 較す る i二定であ る．

　95． 妊婦血清中の　β
一N −acetylglucosam 蜘 id・

跚 e
， 特に 妊娠中毒症 との 関連に つ い て

　　　　　（東大分院）　 古谷　　博 ，吉邨　勝次

　　　　 （自衛隊中央研 究部生化学）　 岸浪菊江子

　生体内 に普遍的に存在 し ， 種 々 の 分泌液，水晶体 ， 軟

骨，臍帯 な どの 重 要 な 成 分で あ り，授精現象に も関連性

の あ る hyaluron酸 は 細胞間の 結合，血 管壁 の 安定性，

感染．炎痃などに も密接 な 関係が あ る．そ の 構成要素 と

し て は N −acetylglucosamine と glucuron 酸 とが あ り，

hyalur   n 酸は先ず hyaluronidase に よつ て 水解 さ れ

っ い で β・glucuronidase と β
一N −acetylglucosaminidase

（β NAG ） に ょっ て 末端 か ら交互に 分解 ざ れて 行 く とい

わ れて い る．

　わ 乳 わ れ は 既 に わ が 領域 に お け る 糖蛋白，muco 蛋

白 ，
・i・ li・m ・id な ど

一
連 の 近縁物質 の 有義 を検討 し て来

た の で，今回 は こ の β NAG に 関す る 知見 を報告す る．

　1）　基 質 と して phenyl −N ．acety1 ．β一D ．glucosaminide

を用 い
，

こ れ に被検血 清叉 は 胎盤 拙出液 を加えて mcu −

bateし，遊離す る phenol 量 を宍倉法 で測定 し，そ の 量 を

も っ て 酵素活性 と した 。2） 正常姉人 の 月経周期 に お け

る β NAG は殆 ど変動が な い．3） 妊娠第 5 カ 月頃 よ り

酵素活性は直線的に上 昇して妊娠末期 に最高とな り，分

娩第 4 日 目 ま で に 急激 に 低 下 し て ⊥E常値 とな る．早産 に

お い て も分娩後急 に 低 下 す る．4） 肝 ・腎の 疾患，癌 な

ど で も上昇するが ，妊娠後半期 の そ れ には 遥 か に及ぼな

い ．5） 新生 児の 血 清 β NAG は 母体 の そ れ よ り著 し く

低 い ．6） 胎盤組織中に は 大量 の β NAG が存在す る。

わ　晩期妊娠 中 毒症 の ．血清 β NAG は ，高 血 圧を伴 う

もの で は 正 常妊娠 に 比 しそ の 上昇程度 が 少く，浮腫型で
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